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1.  平成23年6月期第1四半期の業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 1,440 13.9 △343 ― △362 ― △227 ―

22年6月期第1四半期 1,264 △15.3 △366 ― △386 ― △235 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 △39.04 ―

22年6月期第1四半期 △40.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 10,864 3,435 31.6 591.86
22年6月期 11,639 3,778 32.5 646.27

（参考） 自己資本   23年6月期第1四半期  3,435百万円 22年6月期  3,778百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― ― ― 15.00 15.00

23年6月期 ―

23年6月期 
（予想）

― ― 20.00 20.00

3.  平成23年6月期の業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

3,000 △8.3 △570 ― △610 ― △390 ― △66.71

通期 10,000 2.8 720 41.9 640 46.3 350 ― 59.87



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q  6,106,000株 22年6月期  6,106,000株

② 期末自己株式数 23年6月期1Q  302,201株 22年6月期  259,824株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q  5,830,365株 22年6月期1Q  5,867,242株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】３ページ「１．当四半期の業績等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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1．当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 
当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢に厳しさが残るものの、海外経済の改善を受け輸出や生産

が増加し、景気は回復基調で推移いたしました。 

しかしながら、企業のソフトウェア投資については、緩やかではありますが減少しており、当社を取り巻く環境は

厳しい状況が続いております。 

このような経営環境の中においても、当社は一貫したゆるぎない創業理念に基づき大学、研究機関と実業界をブリ

ッジする「総合エンジニアリング企業」として、継続的かつ安定的な成長を追求してまいりました。 

 具体的には、営業力強化施策として、マーケティングの活性化を掲げ、「場」の創出・成約率の向上や新規ビジネ 

ス・新規業界への展開を促進することで、受注の確保に取り組んでまいりました。また、ソフトウェア工学に基づく

高品質・高生産性の追求やプロジェクトの原価管理の徹底を通して業務効率の改善に注力してまいりました。 

さらに、付加価値の高いソリューションの提供が期待できるエンジニアリングコンサルティングビジネスの拡張を

通して、高収益の実現に努めてまいりました。 

これらの結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高は 14 億 40 百万円（前年同期比１億 75 百万円増）、営業損

失は３億 43 百万円（前年同期比 23 百万円損失減）、経常損失は３億 62 百万円（前年同期比 24百万円損失減）、四半

期純損失は２億 27百万円（前年同期比７百万円損失減）となりました。 

当社では、多くの顧客が決算期を迎える３月末から６月末にかけて、成果品の引き渡しが集中することから、第１

四半期累計期間に占める売上高の割合は極めて低い水準となる傾向があります。当第１四半期累計期間の純損失は、

かかる季節変動による影響であります。 

  

第１四半期累計期間の報告セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

なお、当社では社内に蓄積されている幾つもの要素技術と経験を顧客の課題に合わせて組み合わせ、創出された解

決策をソリューションとして提供しております。以下の３事業がシナジーを発揮することにより、より付加価値の高

いサービスや製品を創出することが当社の事業特性となっております。 

  

 【エンジニアリングコンサルティング】 

    当第１四半期累計期間においては、官公庁を中心として建築物の耐震コンサルティング関連の案件が堅調に推移し 

たこと、通信関連の研究開発機関向けの研究試作業務やサービス業・製造業向けのマーケティングコンサルティング

業務が比較的好調に推移したことなどにより、エンジニアリングコンサルティング事業における当第１四半期累計期

間の売上高は４億 24 百万円となりました。 

  

 【システムソリューション 】 

  当第１四半期累計期間においては、大手住宅メーカーやバス事業者向けのソフトウェア開発業務が堅調に推移した 

ことにより、システムソリューション事業における当第１期四半期累計期間の売上高は５億 88百万円となりました。 

  

 【プロダクツサービス】 

当第１四半期累計期間においては、製造業の設計者向け CAE ソフトや通信関連の研究開発機関向けネットワークシ

ミュレーションソフトの販売が好調に推移したことにより、プロダクツサービス事業における当第１四半期累計期間

の売上高は４億 26百万円となりました。 

 

 (2) 財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

流動資産は、前事業年度末に比べて 17.9％減少し、39 億 53 百万円となりました。これは、主に現金及び預金が

11 億 70 百万円減少する一方、仕掛品が１億 99 百万円増加したことによります。 

固定資産は、前事業年度末に比べて 1.3％増加し、69 億 10 百万円となりました。これは、主に建設仮勘定が１億

37 百万円増加したことによります。 

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて 6.7％減少し、108 億 64 百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前事業年度末に比べて 8.5％減少し、51 億 56 百万円となりました。これは、主に未払費用が４億 55

百万円減少したことなどによります。 

固定負債は、前事業年度末に比べて 2.1％増加し、22 億 72 百万円となりました。これは、主に長期借入金が 45

百万円増加したことなどによります。 

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて 5.5％減少し、74 億 29 百万円となりました。 
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(純資産) 

純資産合計は、前事業年度末に比べて 9.1％減少し、34 億 35 百万円となりました。これは、主に四半期純損失に

より利益剰余金が３億 15 百万円減少したことによります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、10 億 57 百万円（前年同四半期

比３億 50 百万円増加）となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果、使用した資金は９億 37 百万円（前年同四半期比５億 61 百万円減少）となりました。主な要因は、

資金の流入では売上債権の減少額 67 百万円、資金の流出では税引前四半期純損失３億 71 百万円、たな卸資産の増加

額１億 96 百万円、未払費用の減少額４億 55 百万円であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果、使用した資金は１億 32 百万円（前年同四半期比１億 21 百万円減少）となりました。主な要因は、

有形固定資産の取得による支出１億 38 百万円であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果、使用した資金は 98 百万円となりました。主な要因は、長期借入金の純増額 15 百万円及び配当金

の支払額 81 百万円であります。 

 

 

(3) 業績予想に関する定性的情報 

平成 23 年６月期の業績予想につきましては、概ね計画通りに推移しており、平成 22 年８月 13 日に発表いたしま

した業績予想数値に変更はありません。 
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２．その他の情報 

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

・棚卸資産の評価方法 

当第１四半期会計期間末における棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を

基礎として、合理的な方法により算定する方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

② 特有の会計処理 

   該当事項はありません。 

 

 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

(資産除去債務に関する会計基準の適用) 

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用しており

ます。 

これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ179千円増加し、税引前四半期純損失は9,738千円増加しております。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,057,932 2,228,024

受取手形及び売掛金 1,384,365 1,447,842

半製品 10,846 13,903

仕掛品 598,292 398,520

前渡金 93,661 68,956

前払費用 125,449 121,651

未収還付法人税等 84,655 －

その他 662,047 597,118

貸倒引当金 △63,916 △61,269

流動資産合計 3,953,333 4,814,747

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,619,163 1,631,414

土地 3,569,490 3,569,490

その他（純額） 419,457 284,180

有形固定資産合計 5,608,111 5,485,084

無形固定資産   

ソフトウエア 264,106 279,395

その他 13,101 13,173

無形固定資産合計 277,208 292,569

投資その他の資産   

投資有価証券 288,394 285,104

その他 786,558 811,340

貸倒引当金 △49,561 △49,561

投資その他の資産合計 1,025,391 1,046,883

固定資産合計 6,910,710 6,824,538

資産合計 10,864,044 11,639,285

負債の部   

流動負債   

買掛金 258,650 330,403

短期借入金 2,830,000 2,830,000

1年内返済予定の長期借入金 970,000 1,000,000

未払金 390,585 462,450

未払費用 119,708 575,567

前受金 280,309 276,096

賞与引当金 153,937 －

受注損失引当金 36,211 53,498

その他 117,125 106,695

流動負債合計 5,156,527 5,634,711
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

固定負債   

長期借入金 570,000 525,000

長期未払金 500,000 550,000

退職給付引当金 1,125,951 1,087,071

役員退職慰労引当金 40,000 40,000

資産除去債務 14,594 －

その他 21,933 24,279

固定負債合計 2,272,479 2,226,351

負債合計 7,429,006 7,861,063

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,010,200 1,010,200

資本剰余金 1,113,312 1,113,312

利益剰余金 1,623,532 1,938,827

自己株式 △280,200 △250,359

株主資本合計 3,466,844 3,811,980

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △31,807 △33,758

評価・換算差額等合計 △31,807 △33,758

純資産合計 3,435,037 3,778,222

負債純資産合計 10,864,044 11,639,285
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(2) 四半期損益計算書 
【第１四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,264,637 1,440,248

売上原価 932,400 1,107,549

売上総利益 332,236 332,698

販売費及び一般管理費 699,232 676,227

営業損失（△） △366,995 △343,529

営業外収益   

受取利息 13 12

賃貸収入 1,360 821

為替差益 1,087 900

その他 699 1,052

営業外収益合計 3,160 2,787

営業外費用   

支払利息 16,202 16,384

関係会社出資運用損 6,113 3,599

その他 800 1,424

営業外費用合計 23,116 21,408

経常損失（△） △386,951 △362,151

特別損失   

固定資産除却損 70 106

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,559

特別損失合計 70 9,666

税引前四半期純損失（△） △387,022 △371,817

法人税、住民税及び事業税 2,264 2,260

法人税等調整額 △153,805 △146,475

法人税等合計 △151,540 △144,214

四半期純損失（△） △235,481 △227,602
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △387,022 △371,817

減価償却費 59,160 51,679

賞与引当金の増減額（△は減少） 161,496 153,937

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,514 38,879

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △17,286

受取利息及び受取配当金 △13 △12

支払利息 16,202 16,384

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,559

売上債権の増減額（△は増加） 951,096 67,690

たな卸資産の増減額（△は増加） △473,628 △196,714

仕入債務の増減額（△は減少） △93,433 △96,457

未払金の増減額（△は減少） － △133,252

未払費用の増減額（△は減少） △524,242 △455,794

その他 △26,360 13,365

小計 △312,230 △919,840

利息及び配当金の受取額 13 12

利息の支払額 △20,292 △17,739

法人税等の支払額 △43,437 △350

営業活動によるキャッシュ・フロー △375,946 △937,917

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,790 △138,553

無形固定資産の取得による支出 △7,610 △10,616

敷金の回収による収入 － 20,567

その他 △1,223 △4,396

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,625 △132,999

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 900,000 －

長期借入れによる収入 300,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △267,500 △285,000

自己株式の取得による支出 △9,997 △29,999

配当金の支払額 △95,717 △81,626

リース債務の返済による支出 △1,606 △2,346

財務活動によるキャッシュ・フロー 825,178 △98,972

現金及び現金同等物に係る換算差額 △817 △201

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 436,789 △1,170,091

現金及び現金同等物の期首残高 271,139 2,228,024

現金及び現金同等物の四半期末残高 707,929 1,057,932
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

 

(5) セグメント情報 

① 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、製品・サービス別の事業部門を置き、各事業部門は、取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「エンジニアリン

グコンサルティング」、「システムソリューション」及び「プロダクツサービス」の３つを報告セグメントとして

おります。 

「エンジニアリングコンサルティング」は、防災・耐震・環境評価解析コンサルティング、建築物の構造設計、

ソフトウェア開発の企画フェーズに当たる要求定義・基本検討・研究試作業務、製造・物流系シミュレーション、

マーケティングコンサルティング、リスク分析、マルチエージェントシミュレーション等を行っております。「シ

ステムソリューション」は、構造設計支援システム、移動通信・モバイル・ネットワーク通信システム、交通関連

ソリューションシステム、マルチメディアソリューションシステム、製造業向け営業・設計支援システムの開発等

を行っております。「プロダクツサービス」は、建設系構造解析・耐震検討ソフト、ネットワークシミュレーショ

ンソフト、電波伝搬・電磁波解析ソフト、製造系設計者向けＣＡＥソフト、マーケティング・意思決定支援ソフト、

統計解析ソフト、画像認識ソフトの販売等を行っております。 

 

   ② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    当第１四半期累計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日) 

    (単位：千円) 

  

報告セグメント 
四半期損益計

算書計上額 

(注) 
エンジニアリング

コンサルティング 

システムソリ

ューション 

プロダクツ 

サービス 
計 

売上高         

外部顧客への売上高 424,717 588,732 426,799  1,440,248  1,440,248 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 ―  ―  ―  ―  ― 

計 424,717 588,732 426,799  1,440,248  1,440,248 

セグメント利益 109,508  24,517  198,672  332,698  332,698 

（注） セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

  

  ③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

  （追加情報） 

当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準17号 平成21年３月27

日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日)を適用しております。 

  

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当第１四半期累計期間(自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

生産、受注及び販売の状況 

 

(1) 生産実績 

当第１四半期累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％) 

エンジニアリングコンサルティング 416,153 － 

システムソリューション 669,934 － 

プロダクツサービス 238,520 － 

合計 1,324,608 － 

(注) １ 金額は総製造費用より他勘定振替高を控除した金額によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

(2) 受注実績 

当第１四半期累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(千円) 
前年同四半

期比(％) 
受注残高(千円) 

前年同四半

期比(％) 

エンジニアリングコンサルティング 963,333 － 1,680,684 － 

システムソリューション 886,043 － 1,523,446 － 

プロダクツサービス 449,425 － 311,252 － 

合計 2,298,802 － 3,515,383 －

(注) １ 金額は販売価額によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 

(3) 販売実績 

当第１四半期累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％) 

エンジニアリングコンサルティング 424,717 － 

システムソリューション 588,732 － 

プロダクツサービス 426,799 －

合計 1,440,248 － 

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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